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樹 木 の 回 旋 性 に つ い て

(第一報 カラマツ樹幹の繊維回旋)

Studies on twisted fibre in trees 

(I. How varies the angle of twist in Larix Kaemp feri, Sarg.)

大 倉 精 二

鳥 山 淸 美

1･.緒 言

横木の回旋牡長は従来多くの研究者の注目する虞で,Pb.lLfu･tig(1895)'l)によれば,G6ethcまで遡

るというo又回旋木理は ｢凡ての木村のきゃのうちで最も油断出釆ないもの｣'J)として知られ,虞く樹
木糾こ亘るものらしvloこの成因に関する諸説は,かつて ⅠⅠ.G･Champio71(1925)(ウ).大島 (193生)(4)

が考察している｡要するに根源を樹木外部に求めるものと,内部に求めるものとがあり, 漸次後者が有

力化しているが(ウ)(L'･つくr')(0)周定説がないと言ってよかろう｡ この視索に最も虞剣にとり組んだのは Chml

1)l'0]1で浸く遠偉詮を主張し,その流れを汲tIP.ユ【isra(1939)(6)は始めて解剖翠的研究を行った｡一方,

長野盤上伊部郡下のカラマツTJnrk KItCmPfcri,SfLllg.は回旋繊維を有するため,利用上稜々なる不都

合がある｡カラマツのこの性質は,北海道及東北地方の造林地にも現われろようで,樹種固有のものと

思われる｡

材のねじれは械炭の状態によって概測せられるとしているものもあるが,'R)RJhrtigや lI110rr(9)が
言う様に,一見通直な樹皮が必らすLも普通な材を現わすと紘限らぬから,樹木の表面からの観察又紘

測定だけで払 ねじれの本件を見極めることは出来ないと思う｡ねじれ材の欠点を除き.或はその性質

に感じナこ利用の遠を考える場合に,.その成因と理化学的性質を究めるのが順序であろうが,そうするた

めの手掛りに異変の様/iRをよす見なければなるまいと考えた｡

この研究はさし当って問題となっているカラマツ樹幹の内部のねじれ角の轡異状況を調査したもので

京都大挙梶田教授の指導の下に,昭和26年度科畢研究費の一部で行った.その際同率木材研究所費鳥助

教授は終始有益な助言を輿えられたC又伊部及奈良井営林署長は管内諸調査につき便誼を輿えられ 更

に印度林業就臨場は,寺紬 の求めに雁じて費重な文献を照輿せられた.厚く謝意を衣する次第である0

2.従 来 の 研 究

前出 R･Hartigは CICmC1'rlKieferとLiirche材についてそのねじれ角を年輪毎に記載し,Chmpioユ1

が PillllSlou.qifoli.qについて述べている枝に 1{icfel･が幼齢から老齢に空ろに従って 右旋から左旋に

方向を変えるとしているが,遺憾乍らi,判定方法に煽れていないし,Chmpiollが引用した 05mnStOllの

PillllqCXCelS11の場合でも同株である｡ 11israは肥大年長, ミセル構造及び繊維のねじれ角の相閑 係々

を見るナこめに次の研究方法をとった｡

阿旋繊維を有する長さ 1ft･程4-5illqg)材をとり,ます樹皮を除き,完全な圃筒とした後,断面を材

の長軸に垂直ならしめる.これを水平なガラス板の上におき,軸と慣導管とがなす角を水年額横顔で謹

み取る｡(PhlllSlollgJ'foli;I)

彼によると,この方法によるねじれ角の誤差は 土O.5'O程既と言う｡しかし,何より困難なのは技術

的な問題より,甚Lvl手間を要することで,我jlの場合に連するとは思われなかつ1=｡

種々な試みの後で,我々は攻のカ法をえらんだ｡
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3.研 究 方 法

1.各供討未から,第Ⅰ表に示す位置にて厚さ JI-10(:111の囲盤を探り,

2･末口及び元口に,平行な直径A13,CJ)を夫 設々定するも(FT_GI.)
3,･鞍製雨匁の水割栓を末口直径上におき,加撃,割裂させる｡

4.割裂は繊維に滑って起 り,ねじれの創 こ,元口にはltO31なる曲線

が現われる｡ (F工G汀 FIG用)
r,.年輪に購 う弧 ()M の長さ Iを測定すれば,ねじれ角0は

-l/
0=t.q】L

より近似的に求め得ろ｡

元口断面をよく創っておくと,カラマツ,7カマツ,モミなどのIB･合に

紘,市販のスタンプインクで明瞭な印影が得 られる｡

この方法の正確さの程度紘検討中である｡樹心附近の角度が稗小さい

値となるらしいが,さほど-̂なる誤差はなvt様であるo
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第 Ⅰ衣 TABLE I.

4.材 料 及 記 録

供 試 木 treeforobscrvation l 伐 採 地 locality
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直径はその欄の伐採高 く一cm)に於ける大さであるC

第 ∬麦 TABL,EII.

TABLE Ⅱは8本の供試木から採取された筑紫の位置である｡1第-6祝 で 1-2m 毎に,7.8班 では

1.5-4m 毎に採取した｡これらの図鑑から得た印影の示すところによると,地上に近い錯雑部位を除け

げ,カラマツ特常に充旅するo(FIG耶)回旋の左右性は又別間の問題を提供するO
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第 1-A表 TABLE 九一A
供 試 木 1耽 TRUNK hTO.1
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FIG.雅一A 樹幹内ねじれ角建異 (供訳本1批～6批)

Ⅵlriiltit)ll｡fiLllglLIOftll･istilltl･llllk(Tl･llllkLT0.1-6)
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第 皿-C表 TABLE 皿-C
供 託 木 5統 TRUITil{
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第粧表は供試木1班,3耽,5祝のねじれ角,(-)は右坑を意味する｡狐長は4年径の平均である.

これで組織が形成された横合と高さによって,ねじれ角が変異することがわかるが,その経緯をもつと

はっきりさせるために,第Ⅱ表,第匹表及その他の測定値で HG正圧以下の国表を掃けば,次の様な結

論が得られようo

lllIG.皿-1i樹幹内ねじれ角変異 (供試木 7･8班)
varifLtiollntangleoft＼vistintrllllk(Trurlkh'o･7-8)

010 20-D 〃 jJED/77早 D3050709J/'CJ3)JTJjL･r

1Ll 青畳
27 3ヱ 3L;~10 ･胡
尺ユdtus (Cノれ7
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FIG.V摺令とねじれ角
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FIG.Ⅵ ねじれ繊維投影園

phlHtn(IclcvLlti0110ftWiste-Itfibre

5.結 論

ヵラマツの横幹を形成する繊隈のねじれ角払 僧体間に偏差があるばかりでなく,一周体内の部位で

も変異する｡上掴請薫料から,

1,その横幹内に払 横令に鷹じてねじれ角の最大伯をとる部位があり,

2,この倍は幼令では樹心に近く位置し,

:-i,令を加えるに従て同項的且遠心的に移動するばかりでなく,

4.その招対値は横合を加えるに捉て大となるo

今この現象について,にわかに合目的なな解握を行うことは避けたいが,回旋性に遺侍的傾向を認め

るとしても,侍且環境の影響をみとめざるを得ないようであるO (1952,2,29)
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